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＜大学の動き＞

寄附講座「国際予防栄養医学講座」

の設置

平成 6年10月 1日，大学院人間 ・環境学研究科

に寄附講座「国際予防栄養医学講座」が百支置され

た。

概要は次のとおりである。

1. 部局 ;7, 大学院人間 ・環境学研究科

2. 名 称、国際予防栄去を医学講座

3. ~附者大塚製薬株式会十l

代表取締役大塚明彦

4.寄附金額総額300,000,000円（分割納付）

5. 設慣期間平成 6年10月一平成10年 9月

( 4年間）

6. tE!当教員

助教授相当 袋良安雄

助手相当 荒井宏司（併任，医学部助手）

水嶋春朔

7. 研究目的

遺伝子の分析と栄養環境の制御により，疾患

の予知・予防を可能とし，人類の健康長寿の実

現に貢献することを目的とする。

8.研究内容

高齢化社会の到来で巌大の死因となるであろ

う循環器疾患について，その遺伝 ・環境因子を

モデル動物を用いて分析する。また，遺伝子分

析による疾患の予知と栄養による疾患予防法の

開発をすすめる。さらに，地球上の種々の地域

環境の分析とその制御，及び身体の外的｜付的環

境の調和を栄養学的に研究する。

9. 研究課題

(1） 疾忠モデル動物の病因遺伝チの分析と栄養

による予防法の研究

(2) ヒトの病因遺伝チ検出による疾患予知法の

開発と栄養による予防法の研究

(3) 遺伝 ・栄養相関からみた地域環境評価とそ

の保全 ・発展のための栄養学的研究

名誉教授称号授与式

10月5日（水）午前10時から，総長室において

845 

菊池晴彦医学部長出席のもとに名誉教授称号授与

式が挙行され，阿部光幸元教授（医学部）に称号

カ可愛与された。

＜部局の動き＞

一公開講座一

木質科学研究所・農学部

「今なぜ木材か」いちばん身近な

エコマテ リアル，木材の再発見

木質科学研究所と農学部林産工学科では， 10月

1円（土）・ 2日（日）の両日午前JO時から午後

4時まで，今年新たに建設された木質科学研究所

水質ホール（宇治市五ケ庄）において公開講座

「今なぜ木材か」を開催した。

この公開講座では，一般市民を対象に，地球環

境にやさしい優れた原材料である木材への関心と

この分野の研究への理解を得るため，木質科学研

究所と農学部林産工学科の研究成果をまじえなが

ら，「今なぜ木材か」について解説した。また，

それ自体が木質構造の一耐久性や機能性の実験体で、

ある木質ホールを含めた研究施設の見学と展示説

明を併せて行い受講者の理解を深めた。

今回の受講者は125名で，会社貝，公務員，教

員，学生，主婦と幅広く，年代も10代から70代に

わたっていた。中部 ・関東地方からの参加者も数

多く見られ，未来資源、としての木に対する関心の

高さがうかがわれた。

講義題目と講師は次のとおりであった。

世界の木，日本の木一住まいの

中の自然、の恵み一 佐伯 浩

暮らしの中の木材 佐道 健

木材の生分解とキノコの生化学

島田幹夫

木材保存と環境 高 橋 旨 象

今話題の木構造 地 回 稔

地球を紋う節約の科学

一木質材料学一 佐々木 光

（木質科学研究所 ・農学部）
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＜紹介＞

薬学研究科遺伝子薬品学講座

一脳の大海で遺伝子を釣るー

有効性と安全性に注目した医薬品作用とその制

御に関する教育，研究を新たに展開することを目

的として，薬学研究科の独立専攻，薬品作用制御

システム専攻が平成 5年度に発足した。その発足

に伴い，本講座は情報薬学講座，分子作用制御学

講座と共に新設された。以下，本講座がこれから

目指すーっの研究を紹介したい。

人間の脳は100億以上の神経細胞からなると考

えられている。さらに， 個々の神経細胞は複雑な

ネットワークを形成し，多くの場合，複数の神経

細胞から情報を受け取り，複数の神経細胞に情報

を流している。この複雑な情報のネットワークを

利用し， Jl併は様々な精神活動，生体の代謝反応を

調節している。しかし，この情報のネットワーク

の異常が様々な病気の原因にもなっている。特

に，高齢化社会に進むにつれ，脳内の情報のネッ

トワークの乱れに起因する病気は橋大するものと

考えられる。しかし，脳内の情報のネットワーク

について明らかにされている部分は少ない。これ

らの情報のネットワークを明らかにするために

は，神経細胞聞の情報伝達に関与している神経伝

写真 1 脳内遺伝子発現地図の例

達物質の全貌を明らかにする必要がある。

これまで明らかになっている神経伝達物質を大

別するとアミノ酸，モノアミン，ペプチドに分け

られる。その内，ペプチド（神経ペプチド）は含

量の少ない神経伝達物質であるが，その種類は極

めて多様で、あり，未知の神経ペプチドも多くある

と推定されている。本講座は未知の神経ペプチド

を検索することにより，これらの神経ペプチドの

作用異常に起因する病気の成因解明，治療薬の開

発のための基礎的な貢献を目指している。

これまで明らかにされた神経ペプチドは，直接

脳神経系から単離されたものは少なく，その多く

は消化管から発見された消化管ホルモンが脳神経

系にも存在することがみとめられ，神経ペプチド

として分類されたものが多い。また，神経ペプチ

ドの多くは，その生理活性を指標にして単離され

てきた。しかし，従来の手法では，これ以上新規

な神経ペプチドを発見することは極めて困難で、あ

ると考えられる。従って，新規な神経ペプチドを

発見するには，これまでとは異なった手法の開発

が必要となる。さいわい，最近の分子生物学的手

法の進歩により，遺伝子の単離，構造解析は極め

て容易になってきた。特に， DNA構造の自動解

析装置の出現で多数の DNAの構造解析でも容易

にできるようになった。本講座では，神経伝達に

関与している可能性のあ

る因子の遺伝子，特に，

神経ペプチ ド遺伝子に焦

点、を絞り，遺伝子解析か

ら新規な神経ペプチドの

検索を試みる。

左図はラット間脳の悦床上部の細胞染色の切片標本。お凶は在凶と同一領土壇のオ トラジオグラム

(in situ hybridization）。 内側手綱核｛矢印）に繊維井細胞の成長肉干 （FGF）受容体 4の遺伝子の

メッセンジャー RNAが発現している。

脳は他の臓器と比較し

て短めて複雑な構造をし

ている。脳を地球に例え

れば，様々な国家に相当

する大脳皮質，視床下部，

海馬などの領域が存在

し，さらに，それらの領

域には，都市に相当する

神経細胞の集団である神

経核が存在する。この複

雑な脳内での遺伝子発現

地図の作製も，最近の技

-846一
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術の進歩により容易となってきた（写真 1参照）。

脳に特異的に発現する遺伝子を単離し，その遺

伝子発現地図を作製し，特定の神経核に特異的に

発現している遺伝子を検索し，その構造を解析す

ることにより，新規な神経ペプチドの検索を試み

る。

ヒ卜の遺伝子の数は10万以上と考えられてい

る。その内，脳神経系で発現している遺伝子の数

は約 3万と推定されているが，その大部分が未解

明である。遺伝子発現地阿の作製及び遺伝子構造

の解析が容易になったとは言え，多くの遺伝子が

発現している脳から新規な神経ペプチド遺伝子を

比いだすには，多大の労）Jと困難が伴うことは容

易に想像される。しかし，未知の神経ペプチド遺

伝チあるいは神経伝達に閲勺ーしている因子の遺伝

一京都大学の百年 （第2回）一

；－・崎E’ .r 

写真 2 遺伝子の梅造を自動的に解析する DNA

シークエンサ－373A

子との遭遇を夢見て，月以の大海で遺伝子の大魚、を

狙って釣り糸をたれてし、〈 。

（薬学部）

京大の創立と「日出新聞」

現在の「京都新聞」の前身「日出新聞」（以下「日 ／｝＇，リと略称、）は，京大の創立過程を調べる上で貴

重な史料である。 1895（明治28）年から京大の創立された1897（明治30）年6月の紙面を追って行くと

（当時は 1日1回の発行），京大創立に関する実に様々な事実や主恨がみられる。

たとえば，当時医科大学を大阪に置くか京都に置くかが問題になっていたが，その問題について京都

側の動きが丹念にフォローされている。周知の如く 結局は京都設置が決まるわけで、あるが，1896（明

治29）年4月23日付の「帝国京都〔原文のママ〕大学の設計に就て」をみると，京都の中でも開業医の

内には御室付近に医科大学を置くべきだと主張する者もあったらしく 御室は大阪より不便であるとそ

の主張の「心得違ひ」をたしなめている。

京大が創立されてしばらくして，斬馬剣禅が東西両京の大学について論じたことはよく知られている

が（講談社学術文庫『東両両京の大学』参照），京大が創立される以前にその先駆版ともいうべき「東

丙大学」という連載ものが「日山」に載っている（1896年 3月8日一 6月10日）。執筆者は霞城山人と

名乗っている。タイトルだけから推定すると，東大と京大の本格的な大学比較論のようにみえるが，実

際には一種の空想科学小説である。

時は1899（明治32）年である。その年，慧星が大接近し，地球と衝突するかどうかをめぐって，世界

の破滅の可能性を認める東京の若き「星学」博士と，その心配はないという「商都」の老大家（理学博

士）との論争があった。後者は，一度うとうとして者き「星学」博士の説を裏づける事実が起った夢を

みるが，実｜療には自説の正しさが証明される。そしてこの老大家の娘と若き「星学」博士が結ぼれると

いう筋になっている。この話は， ドイツ人の手になる作品の翻案で、あり，執筆者自身がそのことを明記

している。

「日出」はまた初代総長候補の人名を相当数挙げている。その内，代表的な人物についてみてみよう。

1896年4月2日付の「最近電報」 欄は，東京発として，京大の総長は枢密顧問官 ・九鬼隆一氏もしくは

文部省専門学務局長 ・木下康次氏に仰せつけられるであろう，とする説があることを伝えている。木下

は現実に初代総長となった人物である。九鬼は，最近の「読売新聞」 (1989年 6月7日付朝刊）の伝え

847 
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るところによれば，すでに1891 （明治24）年に「京都大学条例」という私案を作っていた程，早い時期

から京都に大学を設置することを望んでいた人物だった。

「日出」にもどり， 1896年 6月17日付の「京都大学総長」とし寸記事をみると，総長候補については

種々風説があるが，目下のところ決定していない，ただ「其向きの説」によると，折田彦市三高校長，

木下専門学務局長，外山正一博士，菊池大麓帝国大学理科大学長などの名が挙っている，という。折田

三高校長が有力な候補であったことは他の史料からも窺える。立命館大学の図書館に，京大の初代理工

科大学長・中津岩太の手記と思われる「京都大学制定ノ事’情」という文書 （ただし本人の字体かどうか

は不明）が架蔵されているが，その文章中に，元来京都大学の設立に主として尽力したのは折田三高校

長であるから，世間の多くの人びとは同氏が総長になるだろうと思い，同氏もあるいはその意なきにし

もあらずということだったのに突然内命が木下局長におりたのは云々，という趣旨の文章がある。また

菊池大麓は，後に京大の第 3代総長となった。「日出」自体は，加藤弘之や細川潤次郎のような人物を

総長候補として推薦している （1896年6月18日付「京都大学総長の候補に就て」）。

1897年4月 1日付「京都大学総長」という記事は，木場貞長普通学務局長が総長に任命されるという

者があるという風聞を伝えている。

その後，木下康次が総長に内定すると，「日出」は，「京都大学総長に望む」 （同年 6月2日）と題し，

京都は育英の地に適しており，総長が30年来「沈衰」している青年の志気を高め，東京の帝国大学に対

して関西の文運を振興せしめ，「官臭を帯びざる」豪傑を養成することができるな ら，これは人生の

「一大快事」ではないかと論じている。

京大に対する熱い期待が伝わってくる文章といえよう。

[!:::!] 

一戸時雄名誉教授

本学名誉教授 一戸時雄先生は， 9月13日逝

去された。享年70。

先生は，昭和21年京都帝国大学理学部を卒業さ

れ，引き続き同大学院で学ばれた後，京都大学理

学部助手，講師，助教授を経て，同37年本学防災

研究所教授に就任され，同40年本学理学部教授に

配置換になり，地球物理学科地殻物理学講座を担

任し，同62年停年により退官され，京都大学名誉

教授の称号を受けられた。

この間，先生は，防災研究所附属鳥取微小地震

観測所長，同附属上宝地殻変動観測所長，理学部

附属地球物理学研究施設長及び同附属地磁気世界

資料解析センター長を歴任され，大学の管理運営

に貢献された。

先生の専門は，地殻物理学であり，重力の時間

的変化の研究や淑lj地学的な手法による地震予知の

研究を通じて社会に貢献された。重力の時間的変

848 

（百年史編集委員会宮本盛太郎）

化の研究では，自らの設計による重力変化計を西

日本の数点に設置して連続観測を実施し，我が国

の重力の時間的変化の研究の先鞭をつけられた。

また，測地学的な手法による地震予知の研究で

は，傾斜計や伸縮計を用いた長期間の連続観測の

結果に基づいて，地震に関係する地殻変動を見い

だし，地震予知の研究に貢献された。

さらに，先生は，日本学術会議地球物理学研究

連絡委員会委員，文部省1n1J地学審議会委員，同学

術審議会専門委員，建設省地震予知連絡会委員な

どを歴任し，我が国の理学研究の発展に貢献され

た。

ここに謹んで哀悼の章、を表します。

（理学部）

青木伸好議賄罪科教授

大学院人間・環境学研究科教授青木伸好先

生は， 9月22日逝去された。享年56。

先生は，昭和40年京都大学文学部を卒業，同42
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年同大学院文学研究科修士課程を修 f，同43年本

学教養部助手，同46年関西大学文学部専任講師，

助教授を経て，同53年 4月本学教養部助教授に就

任。平成 2年4月教授に昇任され，引き続き同 4

年10月大学院人間・環境学研究科に配l賢換とな

り，人聞社会論講座を担当された。

先生の専門は人文地理学で，特に地域をどのよ

うに把握 ・認識し，これをどのように記述 ・説明

するべきかという，地理学の根本命題に閲する研

究で数多くの業績をあげられた。平等書として，

r地域の概念一都市と農村の関係において 』が

ある。

また，先生は，大学院人間・環境学研究科と総

合人間学部の創設に際しては，教長市I＼改持案協議

委員会委員長として多大な貢献をされるととも

に，学部学生，大学院学生の教育 ・指導にも熱心

に取り組まれ，多数の優秀な後進を育成された。

ここに謹んで与哀悼の意を表します。

（大学院人間 ・環境学研究科）

日

木曽好能文学部教授

文学部教授木曽好能先生は， 10月3日逝去

された。享年57。

先生は，昭和36年本学文学部を卒業，本学大学

院文学研究科博士課程哲学専攻を終えた後，文学

部助手，同助教綬を経て， m和63年文学部教授に

就任された。

先生の専門は哲学で，イギリス経験論村学に関

する膝史的研究，及び現代分析析学の手法を用い

た存在論，認識論の研究において数多くの優れた

業績を残された。なかでもヒュームの理論哲学

（存在論と認議論）に閲する綿街な研究は他の追

｜泌を許さない高度なものであり，その成果は

rヒューム「人間本性論」第－if!＼の翻訳と研究』

（近刊予定）に示されている。

ここに謹んで哀悼の意を表します。

（文学部）

誌

(1994年9月1日一 9月30日）

9月6日 平成6年度京都大学職員研修国際交流担当職 21口 国際交流会館委員会

員研修（8日まで） 27日評議会

7日 同和問題委員会 ，， 
ミf成6年度京都大学職員研修詩学研修 （英語

8日 発明審議委員会 初級コース）第l口（12月2口まで毎週火 ・

13口評議会 金制日総40時間）

。 大学院審議会 。 カナダ図 ラヴァル大学 MichelGervais総

19日 建築委貝会 長他2名来学，総長及び関係教’自と懇談

21日 国際交流委員会 30日 学位綬与式
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［必ず 留学生との関わ 務官 2人）の内，待てど暮らせど東南アジアか

りは， 2回生の時 らの男チ学生7人が出席しませんでした。

に「京大留学生友 出席しなかった理由は，彼らが旅行中感じた

の会 （その後20数年間ほど存在した）」という

学生サークルを率いたのがきっかけでした。こ

の会は「学生として，対等の立場で日本人学生

と外国人学生とが交流し， 互いの文化・風土・

社会を理解して，ひいては国際親善を図る」と

いう高い目的を掲げていましたが，実際は留学

生の宿舎探しゃ自主講座で日本語を教えたりす

る一方的な奉仕活動が多いものでした。当時

は，大学の教育スタ ッフ，事務スタッフ，宿舎

等の留学生の受け入れ体制が仔無の状態なの

に，賠償留学生制度も始まり， 学部学生として

来日した留学生達が日本

語や宿舎のことで本当に

造り；場のない’｜質感と悲しみでした。もともと旅

行の趣骨は「主にアジア諸国からの留学生と日

本人学生とが共同生活をしながら旅行し，瀬戸

内の素晴らしい自然、に触れるとともに，その周

辺に散在する各種産業等日本の兵の安を捉えた

い」ということにありました。見学旅行には数

人の欧米系儲学生も参加しましたが，行く先々

のて場の関心も，テレビや新聞のインタビュー

も，それらの留学生にしか集まりませんでし

た。

旅行の報告集「旅」には，シンガポールのH

君が次のように記してい

ます。「日本はよくアジ

因っていました。 私 と留学生 アの一員といわれるので

すが，残念なことは，こ「留学生を引き受けま

す」という下宿屋さんに

出かけて，その留学生が

欧米ではなく，東南アジ

アの留学生であることが判ると，断わられるこ

とも多々ありました。このような中で，国費留

学生が待遇改善を求めてストライキを行なうと

いう事態も何度も発生していました。また，受

け入れ体制の不備と日本人の意識の低さに嫌気

がきしたマレーシアのH氏が帰国する事件等も

起こりました。何気なく見た数年後のテレビ

で，反日運動家として活躍している彼の姿を垣

間みた時には，頭から冷水を浴びせられた感じ

がしたものです。

私自身の活動の中で最大の企画であった，文

部省、 ・外務省・毎日新聞社の後援を得て行った

「見学旅行」で，今でも覚えているできごとが

あります。当時の平津総長や木村教養部長等が

内海博司
の旅を通じて，またいろ

いろなことを通じて，日

本はアジアの一員として

認められにくい。やはりヨーロ ッパの国々の一

員といった感じです。日本人は白人に対して劣

等感を持って，白人の言うこととか行動とかを

批評なしに絶対に正しいと信じる。ですから，

よく白人の兵似をする。日本の地理的位置は

ヨーロッパより東南アジア諸国に近いにもかか

わらず日本人はヨーロッパのことをよく知って

いる。しかし高い教育水準を鼻にかける日本人

は東南アジア諸国 （日本の新聞がいわゆる後進

国と名づける国々）のことについては無知識と

言えるのです。ですから東南アジアの人民の気

持ちを理解できない。」

あれから30数年経った今，マスコミをも含め

た日本人の意識は少しは変わったのでしょう

出席された「見学旅行報告会」に，旅行参加者 か。

24人 （留学生13人，日本人8人，教官 1人，事 （うつみ ひろし原子炉実験所教授）

…一一一一
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